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「1 学期終業式」 
今日は１学期の終業式。梅雨明け間近、体育館内が高温となるため、今年度初めてリモートでの式

となりました。本来は全校生徒の表情を見ながら式辞を述べたかったのですが、熱中症対策も考え、

このような形式をとりました。（体育館のときと同様、生徒たちは真剣に話を聞いていました。） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度 1 学期終業式 式辞（抜粋） 

まずは、大きな事故などもなく、終業式を無事に迎えることができたこと、皆で喜び合いたいと思います。 

１学期を振り返ると、皆さんの活躍が見られた場面、成長していった場面がいくつもありました。その代表は、やはり

「体育大会」だと思います。皆さんにもその自覚があるでしょう。各種目や団体競技など、一人一人が自分の役割を果た

しました。とても晴れやかな表情には、充実感や達成感があふれていました。 

体育大会以外にも、中総体や生徒総会、生徒会行事、そして学年独自の取組の中で、西海中学校という集団、そしてそれ

ぞれの学年集団としての力が高まり、成長していっている様子を感じ取ることができました。 

 

では、今度は西海中学校という集団ではなく、自分自身（個人）で考えてみましょう。 

４月、１学期始業式や入学式で、私はある言葉をみなさんに伝えました。それは、「今日の成果は過去の努力であり、未

来はこれからの努力で決まる。」という言葉です。 

今の自分は昨日までの自分がつくったもの、未来の自分は今の自分しだいでどうにでもなる、そして、継続することの大

切さについても考えてもらいました。 

１学期が終わろうとしている今、過ぎ去った時間を振り返ったとき、その時間は自分にとって有意義なものとなってい

たかどうかを考えてみてください。具体的には、 

・体育大会や中総体、生徒総会など大きな行事やそれぞれの学年で取り組んだ学年行事や取組について、あなたはみんな

と協力しながらきちんとできましたか？ 

・学年や学級で人とのつながりはきちんとできましたか？（いつの間にか自分の考えを押し通して周りに嫌な思いをさせ

たことはありませんか？ 困っている人へ声かけはできましたか？） 

・ルールや決まり事は守れましたか？（勝手に自分で新しいルールをつくり、結果的に自分勝手な行動をしてしまった人

はいませんか？） 

・学習面ではどうでしょう。毎日の授業はもちろん、家庭学習の取組はきちんとできましたか？ 

 

さあ、明日から夏休みです。今年の夏は、パリオリンピック、パラリンピックが開催されます。私たちは、アスリート

の皆さんが競技の中でライバルと競い合い、真剣勝負をする姿を、テレビ画面を通して観ることができます。長崎県で

は、明後日７／２１（日）から県中総体が県内各地で行われます。本校の１／３の生徒が出場するこの県大会、推戴式で

述べたように、勝ち方・負け方、試合内容や態度にこだわってプレーをしてほしい、心からそう願っています。心から応

援しています。 

 

皆さんにとって、今年の夏、初めてのことへの挑戦や、こつこつと継続して自分をたくましくするなど、有意義で充実

した夏休みであることを願います。特に３年生は時間を大切にしながら、未来のために、様々な準備を進めていってくだ

さい。 

もちろん、この夏休みは水の事故や大雨などの自然災害にも注意が必要です。さらには新型コロナの感染拡大が心配さ

れており、第 11 波が猛威を振るうとの予測も出ています。健康や安全に留意しながら、時間を上手に使い、蓄えた力や

エネルギー、意欲が、２学期の学校生活で花開くものと信じています。皆さん、一人一人の成長した姿を２学期の始め

（９／２）に見ることができることを楽しみにしています。 

 

令和６年７月１９日（金）  西海市立西海中学校長 小西 清明 

 



１年生、平和学習の様子 
１年生は長崎市の平和公園を中心に平和学習を行いました。６班に

分かれ、それぞれが平和案内人の方の丁寧な説明を受け、充実した学

習となりました。訪れた場所は、平和公園、山王神社、山里小学校、

如己堂、浦上天主堂、城山小学校、原爆落下中心地、原爆資料館など

です。１年生は被爆遺構を直接見ることで、戦争や原爆の悲惨さや平

和の大切さなどを感じていました。この学習を平和集会で発表するだ

けでなく、周囲の様々な人たちへ広げていってほしいと思います。 

 
 

県中総体推戴式 

西海市中総体で優勝や入賞を果たした団体・個人（３８名）の人たちが、西海中学校という看板を

背負い、７／２１（日）から始まる長崎県中総体に臨むことになります。市中総体では「学校の代

表」という表現をしてきましたが、次の大会は「西海市の代表」となります。（陸上競技部、女子バス

ケットボール部、軟式野球部、男子ソフトテニス部、女子ソフトテニス部、女子卓球部、剣道の人た

ちです。） 

併せて、社会体育で一生懸命取り組んでいる皆さんで、県大会出場を果たした人たちもいます。男

子バレーボール競技、女子バレーボール競技そして軟式テニス競技に出場する人たちです。西海中の

ユニフォームを着て出場する３８名とこれらの人たちを加えると、約６０名の人たちが県中総体に出

場することになります。（全校生徒の約１／３の生徒が県大会に出場します。） 

保護者の皆さま、西海中学校生徒の応援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アビゲイル先生、お世話になりました！  
西海中学校で 2 年間、ＡＬＴとして勤務していただいたアビ先生ですが、

今月をもって退任されることになりました。西海中学校の生徒を本当に大切に

思ってくださる先生、日本語が上手で、生徒からも人気があり、とても親しみ

やすい先生でした。ロサンゼルスに戻っても、お体に気をつけてご活躍くださ

い。2 年間、本当にお世話になりました！ ありがとうございました！！ 

 （アビゲイル先生からのメッセージです。↓） 

 
おはようございます。今日はこのように素敵な式をしてくれて、ありがとうございます。２年前
に西海中に来たとき、これからどんなことがおこるのだろうとドキドキしていました。西海中は
心優しい生徒がいる特別な学校だとすぐにわかりました。 
運動会、西海祭、そして給食を一緒に食べたことが、一番の思い出です。昨年アメリカに行っ
た時、日本で一番恋しかったのは西海中の生徒たちでした。 
これからは英語を頑張ってください。英語は世界中の人とつながることができます。英語に興
味がなくても、自分が情熱を傾けられることを見つけて、それを人のために使ってください。 
今までの日本でも経験があるからこそ、アメリカでも教えることを続けたいと思います。皆さん
も体に気をつけながら頑張ってください！西海中の生徒たちのことは一生忘れません。 
2年間ありがとうございました。 


